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P R E S I D E N T  I N F O R M A T I O N
会 長 イン フォメー ション会 長 イン フォメー ション

会長：吉羽　潤司

Rotary International
District 2660 事務所：〒540-0001　大阪市中央区城見2丁目2番22号

　　　　ホテルモントレ　ラ・スール大阪
電話：06-6937-8171 ファックス：06-6937-8011
例会日：毎週火曜日　12時30分／例会場：ホテルモントレ ラ・スール大阪
会長：吉羽 潤司／幹事：中森 恭平／SAA：稲垣 良二
電子メール：rcosatrm@cf.mbn.or.jp
ホームページ：https://rc-osaka-tsurumi.jp/

大阪鶴見ロータリークラブテーマ 「 Refine　より良いクラブへ 」

（2ページに続く）

基本的教育と識字率向上月間 / ロータリーの友月間

小林アツ子様　鶴見RCにようこそご入会くださいました。親
睦と奉仕の活動を共に楽しんでいきましょう。

先の日曜日９月８日に、新設された大阪上方RCの「国際ロー
タリー加盟認証伝達式典」に中森幹事と出席して参りました。
この時期にクラブを新設することの大変さを登壇された皆様が
仰っていて、本当にその通りだと思いますが、33名の会員はな
んと溝畑正信会長が自ら集めたそうです！
奉仕活動はポリオ根絶と子供の支援だけをやるということで、

近年国際ロータリーが提案している「尖ったクラブ」と言えるで
しょう。
溝畑会長はもともと東大阪東RCにて長く会員でいらっしゃっ

たようで、パキスタンでのポリオ根絶活動の為に何度も現地に
赴き、最近は浄水器の設置に力を入れていれているということ
で、上方RCは奉仕活動を熱心にされるクラブになるであろうこ
とが推測されます。
この式典に、ロータリーにポリオチームという組織があるよう

で、その方々が座るテーブルがありました。

君が代・四つのテスト ふるさと

〈第1842回〉 2024年10月1日（火） 本年度第9回

担当：山崎会員 担当：秀島会員　

10月8日（火）

毎年のように中央アジアの国々に訪れ活動していることも
知り、改めてロータリークラブの凄さ、素晴らしさを感じまし
た。
式典を通じて、鶴見RCの在り方についても考えさせられる

と同時に私自身の刺激にもなりました。

日本語作文コンクール
採点結果と最終審査
日本語作文コンクール
採点結果と最終審査

私が視察訪問した世界８大学私が視察訪問した世界８大学
～ ケンブリッジ、ハーバード、インド工科、マサチューセッツ工科、
　　スタンフォード、精華、シンガポール経営、ボローニャ ～

～ ケンブリッジ、ハーバード、インド工科、マサチューセッツ工科、
　　スタンフォード、精華、シンガポール経営、ボローニャ ～



（１ページより）

【横組記事】

【縦組記事】

P5 『RI 指定記事』
ステファニー RI 会長のメッセージ『ロータリーファミリーの意

味』が記載されています。ロータリーのマジックとは『帰属意識』
であり、それは思いがけない時に生じるものです。
偶然の出来事でスロバキアにて、はとこに再開し、祖母の生ま

れた家に訪問することができ自分が見たことのない父や叔父、
祖母の古い写真を見る機会に恵まれた感動した話です。
ロータリーの会員であるからこそ起こったマジックであり、

ロータリーが自分の居場所だと感じられるよう、自分に出来るこ
とをぜひ考えてみてください。との記事です。ご一読ください。

P43 2025 年カルガリー国際大会。『新旧の友人』
カルガリーで開催される国際大会は、新たな友人を見つける

機会となるでしょう。『国際大会では、紹介者なしでも誰とでも話
が出来ます。積極的に友人をつくりましょう』
ロータリアンである醍醐味だと感じました。皆さんで、参加し

てみましょう！

P9~12 『この人を訪ねて』
一人のロータリアン・ローターアクターにスポットをあてて紹

介されています。
秋田出身の相模原南 RC の中村辰雄様、各地の学校支援に

忙しいアンパンマンのお話です。
日本最北端、稚内の小学校に本を送り続けたこと、東日本大

震災で被災した岩手県の小学校にも長く支援されたとのことな
ど記載されています。

P13 新コーナーの『にっぽんふうど』が掲載されています。
地域を通した食文化・お酒を紹介しています。今月は、山形

県の芋煮会、ずんだ餅、仙台味噌です。
ロータリーの友をぜひじっくりお読みください。皆様にとって

役立つ情報がきっとあるあずです。

委員　小栗　隆

みなさま、こんにちは。
小林さま、ようこそ大阪鶴見ロータリークラブへ。

9月3日の理事会での決定事項をお伝えします。

また、報告事項とて、40周年記
念事業のため、ヒルトンホテル大
阪の宴会場を６月７日（土）、14
日（土）の両日を仮押さえしてい
ます。

以上になります。
本日も宜しくお願いします。

1. 40周年記念事業の実行委員会出席はメイクアップ扱いと
する

2. 鶴見区民まつりの金魚すくい催しにスタッフのために椅
子を購入し準備する

3. 鶴見区制50周年（R6年10月27日(日)）には、参加表明を
しない。

4. 2024-25年７月の会計報告があり、承認された。
5.ランチタイムミュージックは月２回（第2、第3例会）とす
る。

6. 次年度役員指名委員会を立ち上げについて承認された。
　委員：吉羽会長（委員長）・須田会長エレクト・濃添副会長
　中森幹事・源直前会長・小栗副幹事
7. 12月17日（火）例会を昼に実施する。
8. 12月13日（金）夜のクリスマス例会の催しにバルーンパ
フォーマー『ふーせん家ぜぶら』に発注することを決定し
た。

作文コンテストの採点は進んでいますでしょうか？力作
ばかりで迷われる事と思いますが、感じた通りで構いませ
ん。締切りは9月30日ですのでエクセルの採点表に記入し
て、早めに返信頂ければ有難いです。
10月８日の例会にて、最優秀賞と優秀賞の最終審査を

行う予定です。10月22日（火）に日本語教育センターにて
15時から授業参観、16時過ぎから表彰式の予定です。作文
の採点および表彰式に積極的にご参加下さい。
しつこいようですが、本年度の寄付が来年度の実行予算

原資になりますので、今年度も奮ってご寄付をお願いしま
す。
　なお、9月12日9時半から、日本語スピーチコンテスト

が行われます。場所は国際交流センター２階「さくら」にな
ります。ご都合が合う会員は奮ってご参加ください。

国際交流基金運営委員会報告 委員長　秀島　博規

「ロータリーの友」 9月号 記事紹介
広報・IT・会報・雑誌委員会報告

幹事報告 幹事：中森　恭平

1.

今月の表彰とお祝い

10月1日　田中　信明

覚野　廣久

稲垣　良二

10月16日　西野　政治
10月25日　浮舟　邦彦

各会員

◆ 誕生日

◆ 喜寿お祝い

◆ 結婚記念日

◆ 事業所創立日

赤井　基純
浅見　真紀子

◆ 在籍年数



￥6,000-　　　　　　累計　￥54,000.-

小 林 会 員 入会をご許可下さいましてありがとうございます
皆様よろしく御願いします

中 村 会 員 本日、当クラブに入会されました小林様を歓迎
致します　よろしくお願い致します

浮 舟 会 員 卓話です。よろしく。

小林さんの入会を歓迎致します
ベテランの新会員のようですので、よろしくお願
い致します

水 間 会 員 小林様　ご入会ありがとうございます。又お目
出とうございます　楽しいロータリーライフを
お過ごしください
ところで、10月6日（日）鶴見区民まつりで金魚
すくいを行ないます　是非ともご参加下さい

秀 島 会 員 小林さま、入会おめでとうございます。
12日9時半から国際交流センターにて、スピー
チコンテスト（日本語教育センター）飛び入り
OKですので、ご都合の合う方は是非ご参加下さ
い。

中 村 会 員 来月は米山月間です。
そろそろ寄付のお願いをスタートしたいと思い
ます。目標30,000円（年間一人）です。宜しくお
願い致します。

田中( 英 )会員

累計　￥168,000.-￥29,000.-

担当：藤井会員

卓 話

担当：浮舟会員

職業人教育の今

会 社 名 ： 宝永産業　株式会社
会 員 名 ： 小林　アツ子（こばやし　あつこ）

職業分類： 不動産管理業
趣　味　： ゴルフ

事 業 所 ： 大阪市鶴見区鶴見3丁目12番48号

新入会員のご紹介

歯科技工士教育からスタートした滋慶学園グループは現在
IT、AI等テック系学科を推進する職業人教育で社会に貢献して
いる。開校以来滋慶学園グループは職業人教育を通して社会
に貢献する、をミッションに実学、人間、国際教育を建学の理念
に24万人の卒業生を社会、業界に輩出してきた。医療福祉衛
生課程では卒業後の国試に全員合格させる事、また文化教養
系学科では産学連携教育をベースに企業から課題をいただき
学生達がチャレンジする実学教育で即戦力になる人材の育成
に努めてきた。また産業界の変化等から生じる新しい職種の仕
事（動物看護士、e-sports、ホワイトハッカー（サイバーセキュリ
ティ）、ロボット）等にも積極的に取り組んできた。

授業形態としては産学連携教育を特色とし、特に企業から企
業課題の提供を受け課題についてのオリエンテーション、制
作、報告相談、プレゼンテーションは学生に即戦力としての実
力をつけてきた。今回1980年代から始まり現在に至るまで続
いている骨髄移植財団よりいただいた課題対応したミュージカ
ル「明日への扉」またこのプロジェクトからは多くのプロの人材
を輩出していている。また2020年代から始まったグローバル
系企業も含めIT系企業からの課題はより進めた産学連携教育
のもと世界的にも評価される人材を輩出しており今後の取り組
みに期待されるところである。

9月3日【1841回】

会員数　 　 　 　 2 7 名
（内出席規定免除  8名）

出席会員   18名中 12名

出席免除会員  8名中  6名

休止会員 　　　　　1名

出 席 率 12/21 75.00%

ビジター　　　　 2名

ゲスト　　　　　 0名

出席総数　　　　 20名

前々回  18/21 Ｍ/Ｕ 1名

修正出席率 8月27日 286.36%
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